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教えること   と育てること  

ノム．巨∴】j市立五月が丘中学校艮 村 上 昭 進  

んで」  

いよいよもぐときは 野菜と相談だ。  

「ご苫労さんやったなあ。もう、食べてもえ  

えやろか」  

ほめてやれば 花はいっそうよく咲く。  

励ますと 実はめきめき大きくなる。  

食べたいといえば 野菜は喜びにふるえて  

みせる。  

「ほんまでっせ、黙っとったらあきまへん」  

さらに、後段では、植物でも声をかける〈  

らい愛情をかけてやらないと育つものも育た  

ないし、まして人間相手のときは、愛情をも  

って一人ひとりに声をかけることの大切なこ  

とが、具体例をあげながら善かれている。  

子供は「親や教師の後ろ姿を見て育つ」と  

いわれる。育てるということは、己れの人格  

を投与して行うことでもある。  

ほめたり、励ましたりするためには、子供  

の努力を愛情をもって見ていなければならな  

いし、日頃から信栢L尊敬している先生が声  

をかけてくれるからやる気が育つ。  

育てようとして一人ひとりの子供を見つめ  

るとき、子供が何を求めているかが見え「か  

け肥」がかけらJLるのではあるまいか。  

教師は、知識・技能を  

教えるととい二、一人ひ  

とりのイー供を育てることに目を向けなければ  

ならない。   

知識・技能を教接することは大切であるが  

それが教育のすべてのように考え、子供自体  

が伸り、る力をもつことを軽視することになる  

レ  r・供の人柄形成上にも問題が生じること  

′ － ナ、 づ  

，＿ノ⊥ノつぐ  

／、を育てるとい一）二とにかかわって、か  

こ十肥お㍑さ／1ノ」 FJllこむく▼十り」PA RTⅣ卜  

前、lト∵郎守二 丈襲斥秋刊）という訪が苦いて  

ヰいノた「   

ミヤコ蝶々さんは 大阪・箕面前の自宅の  

瞳で野菜を育てている。前の夜どんなに遅く  

な／ノても 、朗′⊥く時半に起きてトマトやキュウ  

ノ、ナフ、に水をやる。  

「そのとき野菜にね、どうや、できたか、ち  

レpうて聞くんです～   

花が咲けば ほめてやる。  

「，立派な花や。よう咲いたなあ」   

実がつきはじめたら励ます。  

「あんたら どないや。よそに較べて大きゅ  

うなりようが遅いんやないか。頑張らなあか  

編集・発行／広美市教育センター 〒732広島市束区牛用新町一J‾目17番1号℡（082）2233563   
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広島市教育センターでは当面する緊要な教育課題をとらえ、研究協力員の先′卜万の協力を  

得ながら共同研究を行一〕ています。今「亘」は「学級経営」に関する共同研究の概要を紹介しま  

す。詳Lくは、本草4日刊行予定の「研究紀要」第6弓一を御覧下さい。  

学級における遊びと人間関係に関する研究－－一一ノ   

学校生活の活動場面（遊び・学習・作業集回）  

を設定し、ソシオメトリック・テストを実施L  

た。その結果、対人関係能力と遊び能力との  

関係て烏、次のようなことが明1、フかとなり、  

また、遊び能力が集団彬成に重要号ほ割を果  

たLていることもわかった。  

●選択される子と遊び能力 「喜二′見度」（明  

るい・楽Lし、・おもしろい）か、仲間選択の  

第・十山二取り 上月∵〕れ、集団彬城主ノこきな役  

割を果たLている。iタこいて、「協力度」「応  

答力」「役割遂行度」等グ）i廷ひ能力フ丹引尺グ）  

対象とな一1ている。  

●排斥されるJ二と遊び能プJ「協力度」喜  

悦医」「規則遵守度」などの遊び古巨万にケこけ  

る者（おニリっばい・こわい・札壊ごま、最  

も嫌われ、排斥理由の上位となっている。  

●射、」］内で社会的地†よ指数の帆いr一供は、遊  

び能プJCり低い了・供とほほ、→：放している ニグ）  

仰向は、′、アニ年が進むにつれて顕苦にな一ノてい  

るっ  

「よく学び、よく遊べ」は、昔から子供の  

′i二満の理想の姿であったが、現在ではその生  

活のバランスがくずれ、f一供同上の触れ合い  

か乏しくなって、友人関係にひずみが生じて  

きている。そこで、幼児期から児董期の園や  

学校生清における友人関係に視点を当てて、  

遊び能力と対人関係能力（学級集団内におけ  

る地位）との関係を日月らかにし、学根におけ  

る人間関係の改善を図る研究に取り組んだ。   

次にその研究の増l；を紹介する。  

遊び能力の調査と人間関係   

遊び能力を構成する閃J’一として、表1cり12  

グ）項目を設左し、  

図1にホすよう  

に三段ド皆評価に  

よる分析を試しみ  

た。特に発達f芝  

階・男女間に視  

キを当てて遊び’  

能力グ〕特性を探  

ってしみた。   

分析の結果、  

遊び能力の全体  

構造や傾向が日月  

らかとなり、人  

間関係を改善L  

ていく指やの手  

かかりを得るこ  

とができたっ  

表1 遊び能力構成国子  

いじめられっ子と遊び能力   

イJ‘の図は、い  

じめられ一〕J′一の  
図1低学年遊び能力調査  

情  
州  

迎ひ瀧力につい′∠i  

て調たLたもグ）．い  

である ニグ〕結 

某かノ〕、遊び瀧高  
′ 
／一  

力もいじめの一1二  

要素となってい  

ると考‾えられる「  
巨：彗甘ブ⊂空′．＼「f・‡：：屈竺11こt∫誓：  

軌∴卜 J」  

払′∴三√ノ′ノ ト1   

対人関係能力と遊び能力   

対人関係能力を明らかにするために、固や  （「学級経営」共同研究グルー70）   

2  
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子供たちが大満足の「パック積木」  

広島市立矢野幼稚園教諭 生 田 佐智子  

いつも新しい教材の手がかりを発見する実  

創意工夫のあるエプロン作り  

広島市立戸山小学校教諭 松 村  繁  

ミシンの取扱い方やミシンを利用した製作  

実習では、児童の習熟度や興味関心に個人差  

があり、指導上の悩みをもっていました。し  

かし、この講座で指導を受けたエプロン作i）  

托講座。今年の収穫は「パック積木」とても  

軽くて丈夫I十供たちは並べたり組み合わせ  

たりと安心して使えることに大満足です。  

は、画一的  

でなく、創  

意t夫を引  

き出せるも  

のてした。  萄∴ 轡  

早速、授業劾 紆  ぎ戦野廃  

の中に取り  

入れていま  

す。  幼稚園教育実技講座  小学校家庭科実技講座  

研修目標を持って仕事をしています  

広島苗字品公民館主事  住 本 吉 秋   

教具の研究に取り組みたい  

Jユ∴皇）市、ソニ瀬野‖l中′学校教諭中 川 博 文  

】1嶋教材研究といっても机の仁でのことか  公民館職員になって一番苦労してし▲ること  

は、講座の企画・運営です。なかなか良い寒  

が思い浮かぴません。「何か一つは研修目標  

を持／1て仕事を」と講師か話されたことを思  

い出しながらがんばっています。  

中心にち・りかちです。講座で製作した教具を  

授業に便二て  

みると、興味  

づけも以前よ  

り深まI）、フ定  

着度もよくな  

りまLた。二  

れを機に、教  

具の研究に取  

り組人でふた  

いと思います。  

社会教育新規担当者研修講座   中学校数学科指導講座  
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発  

表   

一学習指導研修講座より－  

＊運動の楽しさを体験させる器械運動学習  

広島市立牛田新町小学校教諭  

佐 藤 芳 郎   

体育科の目標として「運動が楽しくできる」  

ことが強調されて6年目を迎えている。運動  

の楽しさとは、運動種目の特性に触れる楽し  

さであり、児童の運動欲求が充足されて、は  

じめて体験できる楽しさ である。   

児童が感じている器械運動の授業における  

楽しさは、因子分析の結果“達成、挑戦、親  

和、そう快、スリル”の5因子であり、達成  

の因子は、楽しさを強く説明し、スリルの因  

子は、器械運動独特な楽しさの因子であるこ  

とが研究の結果解明された。   

そこでこれらの因子の楽しさを体験させる  

ことが学習の中心課題であると考え、以下の  

事を考慮して学習を展開した。  

1．連続技を表現することに主題をおき、器  

＊やる気を起こさせる学習指導  

広島市立福木中学校教諭  

片 岡 泰 幸   

私は授業の導入では、「／トロはと、一人なこと  

を学習するのだろうか」という知的好奇心や  

興味を生徒に持たせることを心かけている。，  

例えば導入に「今［＝ま、円に内接する四角彬  

の向かい合う内角の和は2甫角てあることを  

学習Lよ∵－」ては、生徒に知的好奇心や興味  

を持たせられち・い。二の発問は、その接業か  

達成すべき指導目標上すぎない。導入ク）投階  

で示された指導目標かつかめるのは、錆璃げ  

まとめの段階に至ったときである。そこて、前  

述の目標を踏まえて、「どんな四角汗そでいL］  

に内接するとは限りませ人。従ってHにl†1指  

するl川角彬にはどんな性質かあるでLよ〉う  

か」と発問したノブどう／ごろうか。生徒こまノケ  

から学習する内容の具体的なイメージ化、授  

業展開の予測ができ、「考えてみよう」「や一ノ  

てみよう」という気になるのではなかろ一ノか   

導入ひとつを」二夫することても、生徒ノT）ナ  

習意欲を高めることができる。生徒たナノが桔  

極的に学習しようとする意欲を促進すること  

が、やる気を育てる指業に結び付くとそえて  

いる。   

具の配置も各紙、  

各自で工夫させた。  

2．班ごとに規定  

の動きを決め表現  

させることにより、  

全員かできたとい  

う達成の楽しさや  

仲間と集う親和の  

楽しさを体験させ  

る。  

3．自由種目を表現させることによI）、挑戦、  

そう快、スリルの楽しさを体験させる。  

4．尺度表を導入して、楽しさの評価をする。   

今後とも運動の楽しさを科学的に解明し、  

体育学習に生かしたいと考えている。  
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作丈の希碑と鬼窪  
／二島市教育センター指導主事 佐々 木芙美子   

価は完成品の巧拙だけでなく、材料集め、   

構想の適否、記述の過程での取り組みなど   

記述前、記述中の状態もすべて対象となる   

ものである。  

●評言吾・添削   

「赤ペンの海」といわれるほど児童生徒   

の作文を微細に添削してあることがある。   

また、児童生徒と物の見方・感じ方が主観   

的に相容れない場合、教師の強引な感性統   

一が評語に 見られることがある。これらは、   

児童生徒の作文意欲を減退させてしまう。  

どこか・つでもよい 点をみつけて伸ばし   

てやるような温かい励ましの評語あるいは   

チェックやヒントを与えるだけで自分で考   

えさせるような添削が効果的である。  

文章表現力の育成が学習指導要領に大きく  

打ち出され、現在では、国語授業における作  

文指導に充てられる時間は、かなI）のウエー  

トを占めるようになってきている。それでは  

児童生徒の文章表現力が著し〈仲良したかと  

いうと、言下にそうだとは言えないご状況下に  

ある。そこで、ニのような状況の才丁間策の一  

つとして、「作文の評価と処理」について考  

えてみたい。  

評価について  

●指導H標の明確化と観点別評価  

指▲導に評価はつきものであることは言を   

持たない。LかL、指導目標とのかかわり   

グ）中で計価が行われているかというと、そ   

こには問題か残る。  

ます指導目標について言えば、どうし、う   

作文をさせようとするのか、二れを明確に   

十ることが人切である。例えば、「よくわ   

かるように」とか日工き生きと＿」というの   

ではなく、そのためにどうすればよいのか   

を細かくしし体化したものにするこりである。   

二れはそグ〕まま評価グ）観ヰとなる。  

次に許佃の仕万であるが、二れは目標に   

即した評価、上述の観点による評価である   

ことか 、リ」弓■ソト徒の作文力を伸ばすのに有   

効に働く‥例えば、「文章の組み立て」を  

［＝票とした楊f㌻、「1表記・内谷・文章表現   

の巧拙j などすべてにわたって＃佃するこ   

とは避けたい。そうて、なし、と、児童生徒は   

学習内盲と評価のずれに戸惑し、、ヒ、、うすれ   

ばよいのかi昆札Lてしまう 

●評価の時期  

評価というと、とかく完成した作文だけ   

がその対象となりがちである。Lかし、評  

処理について  

●早くする  

完成品の作文は、たとえそれが論説文で   

あ一一ノても、それは児童生徒から教師へ宛て   

た手紙なのである。速やかに返事を出さな   

いと彼らの作文意欲は減退してしまう。  

●評価の方法を考える   

「作文はさせたいが、後始末のことを考   

えると、つい二の足を踏む」という声を耳   

にすることがある。処理に関する教師の負   

柑はそれほど大きい。  

そこで、評価の観点を明確にした上で、  

リユ塵生徒に自己評価・共同評価・相互評価な   

どをさせたい。ニれは、児童生徒の文章を   

見る目を養い、文章表現力育成に役立つ。   

また、先にあげた教師の負担軽減にもなる。  

適正な評価と時宜を得た処理は、児童生徒  

の作文ナJ向上に効あるものと考える。   
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前期（4月～9月）  

献とグ）出会いにより、教職生活を省み、自己  

研さん姿勢を問い直す場となりまLた。現在  

は「憂き事グ）なお二の上に積もれかL限りあ  

る身の力ためさん＿」灘汁こ蕃Il」）という姿勢  

て「1己啓発に努めています。  

「子供の見える教師に」   

広島市立原小学校教諭  今 田 善 行   

授業の中でグ）了一供の反応の多様性に、改め  

て驚きを感じる。二れまで、教師として彼⊥、フ  

にどのような対応をして  

きたであろうか。特に、  

系統性の強い算数でグ）つ  

まずきは、今後グ）学習の  

命取りになりかねない。   

一人ひとリグ）J′Tlしの見  

える教師をめざLて、J’一  

供と共に前進したい。  

「研修の成果を授業に」  

止」島市立帆司直小学柁麿諭  

向 井 康 昭  
英語トトノ）学習指ヰに関  

一   － ●  、 ●   ・   

的に研修Lましたが、と  

修了式後下西所長を囲んで  りわけ、外国人英語指導  

占・七接するなかて、軋語数凧けしての英語運  

用．りの人切さを知りま」じ。学校に帰一ノ／二：呪  

在、センターての研修の成果キ接業グ）中にで  

きるたけ取り入来るよう努ノJLていま十。  

「より一層の自己啓発を」  

広島IfJ▲丁字品東ノ」、学校教諭 越 智 文 嗣   

理科教育の研修に力lはて、良き指導者や文  

昭和60年度教員特別研修生紹介  

＝後期（10月～3月）＝  

圭十。√、予  るためグ）指専辻∴ついて研修Lてし、  

校を離れて刀研修なのて、最初烏1かトヒri惑  

い圭したか、ニグ）機会王二れ三て、ニ丁）架ff実践  

をL一ト▲度ふつめ直しています。J’イJtニたナ〕と  

の再会がほち遠Lいこの頃て、′「。  

「子供たちの姿を思い浮かべながら」  

広島市立亀Lll南小学校教諭 宮 下 俊 英   

子供たちの生き牛きした音楽学習の姿を思、  

い浮かべなかJ〕、実態調査をL、多くの本を  

し読み、曲を分析・編曲L  

ていると、これまでの疑  

問か牒牢決したり、新しい  

発見をLたりします。グ  

ループ合奏の研究の巾に、  

これらの得たものを充分  

に取り人れて、楽しい音  

楽学習を探／〕ていきたい。  

「どん欲に学びたい」  

広島lけ」1上古西し巨、芋校放論  

香 川 豊 志   

一時期とはいえギ車バ・  

舶．れ、l′1ノ〕を頼り返ると   

これまてい生徒う■J」リ」にと   

は言／ノても、まだま上、人  
中 間 報  』ヒ ．△ヽ ロ   コ＝  

閉局L二のつきあし＼かてきていなかノノノた上一うに  

思います。この機会にてさるた、け多くの不を  

読むと共に、先輩諸先′i二．けの指＝導を′壬けて、  

二れまでの岨強1て足を捕Jぅうとノ臥／ノていま‾ナ。   

「待ち遠しい子供たちとの再会」  

広島市立南観音小学校教諭 広 兼 明 子   

私は今、ねらし、にそった芋縄簾会活動にす  

（う  
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広島市立学校教育研究生紹介  
本年度は22名の先生方が広島市立学校教育研究生として、9月から11月の3か′月間、当  

教育センター一花Lしイl潮佗において研修をされました。 ここでは紙面の都合上研究主題を紹介  

します。詳しくは、本午4H軒行予定の「研究集録」第4号を御覧くた、さい。  

高校におけるリーディング指導に関する研究   

広鳥吊パ′：射1・二」じ■‡■Ji等ノア二枚教諭野 村 勝 美  

児童の意欲的・主体的な学習活動を育てる指  

導法に関する研究   

広島市立摘邪小学校教諭  小 瀬 邦 夫  

短作文の方法を取り入れた作文指導   

広島Itf立二糾中学校教諭  池之子 英 利  

生徒が意欲的に活動する係活動の指導法に関  

する研究   

広島ホ■市己斐中学校教諭  河 野 博 史  

観察・調査活動を生かした指導法の研究  

山∴■j両J′二藩†十火小、f：校数．論 白 木 真佐江  

地域素材の教材化とその指導法に関する研究   

広島市立鈴木昭小′ナ校教諭 谷 本 誠 一  

個の確立と相互理解を深める指導法   

広軌IJ立舟入小学校教諭 吉 野 輝 国  

崇療e家  

㍑蒜芯  学級担任による教育相談の取り組みと展開   

広島市立亀L＝小学校教諭  多 田 昭 根  

人間関係に問題を持つ児童の教育相談  

J上島ホ、一′二室町小′芋校教諭  野 村 誠 公  

標準心理検査を手がかりにした教育相談  

出川パ′二広↓■j工業高等一、廿と教云′■了汀有 馬 良 彦  

高校生の心理的特徴と家庭の養育態度  

Jユ」㌔市立舟人高等学校教諭 末 田 良 陽  

論証指導について   

広島市立瀬野川中学校教諭  迫  昌 彦  

地域の自然を生かした野外学習に関する研究   

広島市立新和小学粍教諭   斉 藤 隆 登  

植物に親しむ楽しさを味わわせる理科指導   

広島市、川二1】北小学校教諭 木 村 照 男  

「電磁石」に関する基礎研究とその教材化   

⊥島市立牒南′」、学校教諭  坂 田 良 弘  

生徒が楽しく意欲をもってとりくめる指導法  

の改善   

仁山い′二安内中学校致論  中 佐 博 信  

学級指導における自作ビデオ教材の活用とそ  

の効果  

／上島右、てIl捕／」＼学校教諭  小 林 俊 明  

技術・家庭科〔木材加工2〕における「関心・  

態度」の評価法の研究   

広島11i立い］木与中学校教諭  台 丸  広  映像を取り入れた音楽鑑賞授業の一考禁  

J∴1」付け立侶、け冊†・巨〃・最粗諭 升 島 洋 州  

発達段階に即した音楽教材の研究  

Ji」巳jrfトニ′二中筋幼惟園教諭  井 原  責
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生き生きとした活動をめざす造形指導のあり  

方  

〔」㍍車、二′井＝小学校教諭  大 田 淑 子  

生徒のつまずきの要因と指導法の研究   

広鳥lい〔講和中学校教諭  白 井 弘 恵  
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轡教育セ／クーこの一年 

広島大学留学生も研修に参加  教養講座に700名   

▲世界各国からの広大留学牛のノJ▲々  

も、希望の講嘩にをノノ口されまLた。   

メキシコの高校グ）先生、ミルドレ  

、ソトさんは、教材作成講座でOHP、  

ビデオ教材等の研修をされまLた  

盛んに行われた随時研修  

海外からの来所者相次ぐ  

丁子ニニ∴1【T＝∴－－二二  ■本年度も  

海外からの  

教育視察が  

相次ぎまL  

…ム た。′写真は  

アメリカ・  

ミネソタ州  

教育視察団  ▲数台センタープ）施設・設備を沃明した矧ナ］  

の一行で  研修等の場としても大いに活用されまし／∴  

ー随時研修参加者数－  

2′711名（1月末現在）  

館内を飾った先生方の作品  

回国回回   ト本年度も市立  

学校等の美術・  

書写関係研究会  

に所属されてい  

る先生方の作品  

を館内に展示さ  

せていただいてJ  

おります。   

本年度最後の所報をお届けしま  

す。今回は、市立学校等の先生方  

に原稿をお願いして、教育研′究・実  

践発表を中心に編集しました。教  

育実践に役立てていただければ、；′ 

いです 

展示中の作品  

絵画24点、周‡塑2点、デ  

ザイン1点、書8点  

8  


